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「クドアを原因とする食中毒の発生防止について」の一部改正について 
 
 

Kudoa septempunctata（以下「クドア」という。）を病因物質とする食中毒

への対応については、平成 24 年６月７日付け食安発 0607 第９号「クドアを原

因とする食中毒の発生防止について」（以下「本通知」という。）により取り扱

っており、検査法については、平成 23 年７月 11 日付け食安監発 0711 第１号

「Kudoa septempunctata の検査法について（暫定版）」により通知していると

ころです。 
今般、クドアの検査法を変更するため、本通知について、以下のとおり改正

しますので、取扱いについてご了知の上、対応方よろしくお願いします。 
 

記 
 
本通知中、 
 
 

生食用生鮮ヒラメについて、平成 23 年７月 11 日付け食安監発 0711 第１号

「Kudoa septempunctata の検査法について（暫定版）」により検査を実施し、

筋肉 1 グラムあたりのクドアの胞子数が 1.0×106個を超えることが確認された

場合、食品衛生法第 6 条に違反するものとして取り扱われたい。 
 
を 
 
 

生食用生鮮ヒラメについて、平成 28 年４月 27 日付け生食監発 0427 第３号

「Kudoa septempunctata の検査法について」により検査を実施し、筋肉 1 グ

ラムあたりのクドアの胞子数が 1.0×106 個を超えることが確認された場合、食

品衛生法第 6 条に違反するものとして取り扱われたい。 
 



に改める。 


